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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第63期

第１四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自 2021年１月１日
至 2021年３月31日

自 2020年１月１日
至 2020年12月31日

売上高 (千円) 3,498,970 11,176,912

経常利益 (千円) 1,308,291 2,357,682

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 860,790 1,562,405

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,126,558 1,498,926

純資産額 (千円) 6,835,341 5,766,695

総資産額 (千円) 13,835,345 13,273,068

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 119.06 216.10

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － －

自己資本比率 (％) 49.4 43.4

(注)１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は新規上場申請のための有価証券報告書(Ⅰ

の部)に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において判断したものであります。なお、当社は、前第

１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比較分

析は行っておりません。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

[経営成績の状況]

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、大規模な金融緩和や財政出動等が継続し、緩やかながら回復

基調が見られましたが、新型コロナウイルス感染症は変異株の出現等により、具体的な収束時期は見通せず、感

染者数の増減も一進一退であり、依然として先行きが不透明な状況で推移しております。わが国においても、新

型コロナウイルス感染症の影響や、米中貿易摩擦等地政学的リスクについて引き続き留意する必要があります。

このような環境のもと当社グループとしましては、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う営業停止や納入停

滞等のリスクの最小化を図りつつ、引き続き高付加価値製品の開発、厳格なコスト管理などに注力し、さらなる

事業の成長及び収益力の向上に取り組んでまいりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は3,498百万円、営業利益は1,102百万円、経

常利益は1,308百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は860百万円となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① リード端子事業

リード端子事業につきましては、車載用半導体の供給不足等により下振れ懸念がありますが、当期は車載向け

等世界的な電子業界の活況を背景に、日系顧客を中心として旺盛な需要で推移いたしました。一方、非鉄金属地

金相場の高騰から、原価率が悪化し収益面での圧迫を受け、当社グループで主材料の計画的調達に取り組むとと

もに、生産性改善、製品価格の見直しに努めました。

これらの結果、売上高は1,734百万円、セグメント利益(営業利益)は157百万円となりました。

② 光部品・デバイス事業

光部品・デバイス事業につきましては、米中貿易摩擦の影響で一部製品の売上が中国で減少したものの、5G通

信ネットワーク、テレワークやクラウドサービスなどによる通信トラフィックの増加に対する海底ケーブル等の

光通信インフラの投資が継続したことにより、主力製品である海底光通信用デバイスが引き続き堅調に推移いた

しました。

これらの結果、売上高は1,764百万円、セグメント利益(営業利益)は944百万円となりました。
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[財政状態の分析]

(資産)

流動資産は前連結会計年度末に比べ564百万円増加し、8,882百万円となりました。これは主に現金及び預金が

392百万円減少した一方で、受取手形及び売掛金が947百万円増加したことによるものであります。

固定資産は前連結会計年度末に比べ1百万円減少し、4,952百万円となりました。これは主に機械装置及び運搬

具（純額）が165百万円増加、工具、器具及び備品（純額）が25百万円増加した一方で、投資有価証券が195百万

円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ562百万円増加し、13,835百万円となりました。

(負債)

流動負債は前連結会計年度末に比べ204百万円減少し、4,336百万円となりました。これは主に未払法人税等が

94百万円減少、短期借入金が68百万円減少、1年内返済予定の長期借入金が53百万円減少したことによるものであ

ります。

固定負債は前連結会計年度末に比べ301百万円減少し、2,663百万円となりました。これは主に長期借入金が276

百万円減少し、リース債務が19百万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ506百万円減少し、7,000百万円となりました。

(純資産)

純資産は前連結会計年度末に比べ1,068百万円増加し、6,835百万円となりました。これは主に利益剰余金が802

百万円増加、為替換算調整勘定が290百万円増加したことによるものであります。

(2) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、重要な変更はありません。

(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

該当事項はありません。

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は64百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

(注) 2021年11月１日開催の臨時株主総会により、定款の一部を変更し、同日付で発行可能株式総数は4,000,000株減

少し、36,000,000株となっております。

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月16日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,000,000 9,000,000 非上場

完全議決権株式であり、権利内容
に何ら限定のない当社における標
準となる株式であります。なお、
単元株式数は100株となります。

計 10,000,000 9,000,000 ― ―

(注) 2021年10月28日開催の取締役会決議により、2021年10月28日付で自己株式1,000,000株の消却を行っておりま

す。これにより、発行済株式総数は9,000,000株となっております。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年１月１日～
2021年３月31日

－ 10,000,000 － 350,000 － －

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2021年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,770,000

－

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式であり
ます。なお、単元株式数は100株
であります。

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,230,000 72,300 同上

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 10,000,000 － －

総株主の議決権 － 72,300 －

(注) 2021年10月28日開催の取締役会決議により、2021年10月28日付で自己株式1,000,000株の消却を行っておりま

す。これにより、発行済株式総数は9,000,000株となっております。

② 【自己株式等】

2021年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
湖北工業株式会社

滋賀県長浜市高月町高月
1623番地

2,770,000 － 2,770,000 27.70

計 － 2,770,000 － 2,770,000 27.70

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号。)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第204条第６項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間

(2021年１月１日から2021年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2021年１月１日から2021年３月31日まで)に

係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３ 最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,501,181 3,108,660

受取手形及び売掛金 2,951,355 3,899,074

製品 574,393 518,284

仕掛品 345,281 343,292

原材料及び貯蔵品 725,865 740,760

その他 220,665 272,827

流動資産合計 8,318,741 8,882,900

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 850,466 851,424

機械装置及び運搬具（純額） 2,051,110 2,217,030

工具、器具及び備品（純額） 457,112 482,231

土地 143,818 143,818

リース資産（純額） 425,259 425,845

建設仮勘定 91,486 91,342

有形固定資産合計 4,019,253 4,211,693

無形固定資産 94,705 96,242

投資その他の資産

投資有価証券 432,354 236,361

繰延税金資産 232,394 227,255

その他 182,070 187,794

貸倒引当金 △6,452 △6,901

投資その他の資産合計 840,367 644,510

固定資産合計 4,954,326 4,952,445

資産合計 13,273,068 13,835,345
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 557,704 553,407

短期借入金 1,617,204 1,549,079

1年内償還予定の社債 14,000 16,000

1年内返済予定の長期借入金 982,269 928,465

リース債務 147,912 154,153

未払金 362,623 343,460

未払法人税等 528,285 433,417

賞与引当金 58,733 152,147

役員賞与引当金 28,125 －

その他 244,132 206,141

流動負債合計 4,540,990 4,336,272

固定負債

社債 9,000 －

長期借入金 2,203,196 1,926,865

リース債務 516,150 496,733

繰延税金負債 48,233 48,668

退職給付に係る負債 110,582 113,490

資産除去債務 64,799 65,003

その他 13,420 12,970

固定負債合計 2,965,382 2,663,731

負債合計 7,506,373 7,000,004

純資産の部

株主資本

資本金 350,000 350,000

資本剰余金 29,245 29,245

利益剰余金 5,740,407 6,543,285

自己株式 △363,744 △363,744

株主資本合計 5,755,908 6,558,786

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 20,060 △5,098

為替換算調整勘定 △9,273 281,653

その他の包括利益累計額合計 10,786 276,555

純資産合計 5,766,695 6,835,341

負債純資産合計 13,273,068 13,835,345
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第1四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年３月31日)

売上高 3,498,970

売上原価 1,982,967

売上総利益 1,516,003

販売費及び一般管理費 413,921

営業利益 1,102,081

営業外収益

受取利息及び配当金 938

為替差益 191,506

投資有価証券売却益 21,956

物品売却益 3,172

その他 5,487

営業外収益合計 223,060

営業外費用

支払利息 16,628

その他 222

営業外費用合計 16,850

経常利益 1,308,291

特別損失

投資有価証券評価損 8,109

特別損失合計 8,109

税金等調整前四半期純利益 1,300,182

法人税、住民税及び事業税 423,352

法人税等調整額 16,039

法人税等合計 439,391

四半期純利益 860,790

親会社株主に帰属する四半期純利益 860,790
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年３月31日)

四半期純利益 860,790

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △25,158

為替換算調整勘定 290,927

その他の包括利益合計 265,768

四半期包括利益 1,126,558

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,126,558
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【注記事項】

(追加情報)

(新型コロナウイルスの影響について)

新規上場申請のための有価証券報告書(Ⅰの部)(追加情報)「新型コロナウイルスの影響について」に記載した

新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定について、重要な変更はありません。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年３月31日)

減価償却費 133,804千円

(株主資本等関係)

　当第１四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年３月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年３月30日
定時株主総会

普通株式 57,912 8.01 2020年12月31日 2021年３月31日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間 (自 2021年１月１日 至 2021年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント 四半期

連結財務諸表

金額(注)
リード端子

事業
光部品・デバイス

事業

売上高

外部顧客への売上高 1,734,056 1,764,913 3,498,970

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 1,734,056 1,764,913 3,498,970

セグメント利益 157,342 944,738 1,102,081

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり四半期純利益 119円06銭

(算定上の基礎)

　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 860,790

　普通株主に帰属しない金額(千円) －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純利益(千円)

860,790

　普通株式の期中平均株式数(株) 7,230,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要

－

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であるた

め、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

２ 【その他】

(重要な訴訟事件等)

新規上場申請のための有価証券報告書(Ⅰの部)の「第２ 事業の状況 ２ 事業等のリスク (13) 不正競争防止

法に係る訴訟について」をご参照下さい。

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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